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当
連
盟
は
昭
和
二
十
三
年

（
一
九

四
人
）
に
創
設
さ
れ
て
以
来
、
既
に

五
十
六
年
の
歴
史
を
持
ち
、
主
催
す

る
横
浜
能

（現
在
は
横
浜
能
楽
堂
と

共
催
）
も
今
年
で
五
十
二
回
を
数
え

ま
す
。
能
楽
五
流
の
素
人
の
集
ま
り

と
し
て
は
、
全
国
を
見
渡
し
て
も
類

例
の
な
い
実
績
と
組
織
力
を
擁
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
各
流
派
の
絶
大

な
御
協
力
と
横
浜
市
民
の
御
理
解
が

あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
の
蓄
積
で
あ
り
ま

す

（横
浜
市
と
神
奈
川
県
の
文
化
賞

受
賞
、
能
楽
堂
の
建
設

へ
の
尽
力
な

ど
）
。
素
人
の
会
と
し
て
、
春

（二
月
）

の

「
五
流
交
流
の
集
い
」
と
秋

（九

月
）
の

「
五
流
能
楽
大
会
」
は
す

っ

会

長

新

堀

豊

彦

か
り
定
着
し
、
日
頃
の
成
果
を
発
表

す
る
舞
台
と
し
て
、
評
価
も
あ
が

っ

て
い
る
こ
と
は
御
高
承
の
通
り
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
我
々
は
こ
れ
に

あ
ま
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
現
在
、
能

の
鑑
賞
人
口
は
ふ
え
た
が
、
謡
曲
の

稽
古
を
す
る
素
人
の
数
は
減
少
し
つ

つ
あ
る
と
い
う
状
況
を
脱
す
る
べ
く
、

様
々
な
挑
戦
を
試
み
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
「
大
会
」
は

今
年
で
既
に
二
十
回
日
で
す
が
、
実

は
再
開
二
十
年
は
来
年
で
も
あ
る
の

で
、
会
員
に
よ
る
演
能
を
含
め
、
大

い
に
盛
り
上
げ
さ
せ
て
頂
き
、
自
ら

が
謡
い
、
演
ず
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
、

よ
り
広
く
わ
か

っ
て
頂
く
こ
と
に
努

め
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

是
非
と
も
御
支
援
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

理

事

会

の
報

告

制酔
動
鈴
木
力
雄

平
成
十
六
年
度
上
半
期
の
理
事
会

は
、
総
会
資
料
原
案
を
討
議
し
た
三

月
を
含
め
、
四
月
、
六
月
、
九
月
の

四
回
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
例

年
の
活
動
以
外
の
主
な
事
項
は
次
の

通
り
で
す
。

一
、
総
会
資
料

（四
月
三
十
日
　
原

案
通
り
総
会
承
認
）

一　

五
十
二
回
横
浜
能
は
、
既
定

の
宝
生
流

「
三
井
寺
」
の
ほ
か
、

梅
若
恭
行
師
追
善
能

「砧
」
の

二
日
間
興
業
と
す
る
。

一
一　
副
会
長

一
名
の
増
員
が
総
会

で
承
認
さ
れ
、
会
長
、
理
事
会

の
推
薦
で
藤
本
氏
に
決
ま
る
。

〓
一　
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、
金

剛
流
望
月
、
宝
生
流
高
橋
、
観

世
流
阿
閑
の
三
氏
が
退
任
さ
れ
、

宝
生
流
吉
田
、
金
剛
流
倉
藤
、

観
世
流
本
戸
の
三
氏
が
常
務
理

事
に
、
ま
た
、
理
事
か
ら
常
務

に
転
じ
ら
れ
た
吉
田
氏
の
後
任

に
小
林
氏
が
新
任
さ
れ
る
。

二
、
第
五
十
三
回
横
浜
能

（十
七
年

度
予
定
）

横
浜
に
住
ま
わ
れ
、
横
浜
に
お

け
る
能
楽
普
及
に
貢
献
さ
れ
、
さ

る
六
月
六
日
逝
去
さ
れ
た
田
辺
竹

生
師
の
功
績
を
称
え
て
追
善
能
を

行
う
。

平
成
十
七
年
十

一
月
二
十
三
日

（水

・
祝
）

、
Ｌ

辺
竹
生
師
追
釜
［能

「輪
蔵
」

平
成
十
七
年
十

一
月
二
十
六
日
（土
）

金
春
流
　
桜
間
右
陣
師

「金
沢
狙
々
」

三
、
横
浜
能
楽
連
盟
規
約
の
改
正

現
行
の
規
約
は
施
行
後
十
六
年

を
過
ぎ
、
現
状
に
合
わ
な
い
規
約

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
流
派
か
ら

一
名
の
委
員
に
よ
る

「規
約
改
正

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
十
月

一
日
第

一
回
委
員
会
を
開
き
、
改

正
原
案
を
年
度
内
に
取
り
ま
と
め

る

こ
と

と

な

る

。

第
二
十
回
横
浜
五
流
能
楽
大
会

を
終
え
て

冷
夏
の
昨
年
と
は
逆
に
、
記
録
的

猛
暑
が
何
時
ま
で
続
く
か
と
案
じ
ら

れ
た
今
年
の
大
会
は
、
降
り
降
ら
ず

の
や
や
蒸
し
暑
い
日
で
は
あ

っ
た
が
、

九
月
二
十
六
日
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

準
備
段
階
で
は
、
個
人
会
員
、
団

体
会
員
と
も
最
多
の
観
世
流
は
、
出

演
者
の
取
り
ま
と
め
、
番
組
構
成
な

ど
に
時
間
が
か
か
り
、
幹
事
流
派
に

そ
の
都
度
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

る
が
、
今
回
は
幹
事
流
派
と
し
て
、

開
催
案
内
か
ら
番
組
発
送
ま
で
五
ヶ

月
間
を
頂
き
、
余
裕
を
も

つ
て
作
業

が
で
き
た
。
こ
れ
が

一
因
か
、
ま
た
、

番
組
書
式
の
統

一
を
図
る

「横
浜
五

流
能
楽
大
会

・
五
流
交
流

の
つ
ど

い
」
流
派
別
番
組
作
成
参
考
を
策
定

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
、
各
流
派

の
出
演
希
望
提
出
期
限
の
遵
守
な
ど

全
く
問
題
な
く
、
順
調
に
完
了
で
き

ま
し
た
。

お
蔭
様
で
番
組
は
、
素
謡
十
六
番
、

連
吟

・
独
吟
各
二
番
、
舞
囃
子

一
番
、

仕
舞
二
十
五
番

（十

一
組
）
、
計
四

十
六
番
、
出
演
者
数
延
べ
約
二
百
七

十
人
と
盛
り
沢
山
の
構
成
と
な
り
ま

し
た
。
大
会
当
日
は
、
出
演
三
十
二
団
体

の
う
ち
、
申
込
時
間
に
対
し
出
演
時

間
を
超
過
し
た
も
の
の
、
申
込
時
間

丁
度
ま
た
は
余
し
た
団
体
が
二
十
三

で
、
全
体
と
し
て
は
十
七
時
三
十
分

の
予
定
時
間
に
対
し
て
十
七
時
三
十

六
分
に
終

つ
た
こ
と
、
ま
た
、
忘
れ

物
、
履
物
の
取
り
違
え
な
ど
も
な
く
、

無
事
終
了
で
き
た
こ
と
は
、
会
員
各

位
の
ご
協
力
の
お
陰
と
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
い
つ
も
言
わ
れ
る
こ
と
で

す
が
、
切
戸
口
や
楽
屋
裏
で
の
出
演

待
機
の
と
き
は
勿
論
、
見
所
に
あ

っ

て
も
、
出
演
者
に
対
し
私
語
の
自
粛

な
ど
さ
ら
な
る
配
慮
を
要
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

当
番
流
派

（観

世

流
）

鈴
木
　
力
雄

田
辺
竹
生
師
を
偲

ぶ

曙
噸
緩
高
岡
幸
彦

田
辺
竹
生
師
は
嶋
沢
啓
次
師
の
内

弟
子
と
し
て
薫
陶
を
受
け
準
職
分
と

な
ら
れ
、
観
世
流
の
中
核
と
し
て
活

躍
な
さ
れ
て
い
た
が
、
嶋
沢
啓
次
師
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が
亡
く
な
ら
れ
て
後
は
亀
山
雅
臣
師
、

浜
野
金
峰
師
、
沖
宗
久
師
等
と
共
に

観
世
元
昭
師
の
同
人
と
な
り
、　
一
生

を
通
じ
能
楽
界
に
貢
献
さ
れ
た
誠
に

貴
重
な
能
楽
師
で
あ

っ
た
。

又
、
横
浜
の
能
楽
界
に
於
い
て
も

そ
の
残
さ
れ
た
功
績
は
実
に
偉
大
な

も
の
が
あ
る
。
今
日
の
横
浜
能
楽
堂

が
出
来
た
の
も
田
辺
竹
生
師
が
そ
の

口
火
を
き
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
竹
生

師
は
横
浜
能
の
観
世
流
の
大
御
所
で

あ

っ
た
が
、
常
々
横
浜
の
人
が
年

一

回
の
横
浜
能
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、

何
時
で
も
横
浜
で
能
が
見
ら
れ
る
様

に
横
浜
に
能
楽
堂
を
作
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
意
見
を
も

っ
て
お

ら
れ
た
。
そ
れ
で
横
浜
能
楽
堂
建
設

の
運
動
は
田
辺
師
を
中
心
と
し
て
、

そ
の
門
下
生
か
ら
始
ま

っ
た
。
先
ず

市
に
市
民
が
ど
れ
だ
け
能
楽
堂
の
建

設
に
関
心
を
も

っ
て
い
る
か
知
ら
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
、
昭
和
五
十

五
年
に
田
辺
師
自
ら
陣
頭
に
立
ち
、

一
門
揃

っ
て
街
頭
で
署
名
運
動
を
行

い
、
五
万
余
人
の
署
名
を
集
め
市
に

提
出
し
た
。
又
、
さ
き
の
戦
争
で
戦

火
を
免
れ
た
能
楽
堂
は
東
京
地
区
で

は
多
摩
川
能
楽
堂
と
染
井
能
楽
堂
の

二
つ
だ
け
で
あ

つ
た
が
、
そ
の
染
井

の
能
楽
堂
が
解
体
と
な

っ
た
時
、
そ

の
舞
台
等
の
廃
材
を
譲
り
受
け
、
伊

藤
文
治
師
等
と
共
に
保
管
し
横
浜
に

能
楽
堂
再
建
を
志
し
た
。

現
在
の
横
浜
能
楽
堂
建
設
に
当

っ

て
は
、
部
材
の
い
た
み
も
相
当
あ
り

補
修
、
新
替
え
も
行
わ
れ
た
が
、
鏡

板
だ
け
は
文
化
遺
産
と
し
て
扱
い
、

絵
具
の
欠
落
も
手
を
着
け
ず
使
用
さ

れ
て
い
る
。
私
共

一
門
の
者
は
こ
の

鏡
板
に
田
辺
竹
生
師
の
能
楽
堂
建
設

の
執
念
を
感
じ
る
次
第
で
あ
る
。

又
、
人
材
の
育
成
の
面
で
も
御
子

息
の
哲
久
さ
ん
、
幼
少
の
頃
よ
り
面

倒
を
み
て
こ
ら
れ
た
岡
本
房
雄
さ
ん

を
観
世
元
昭
師
の
許
に
内
弟
子
と
し

て
派
遣
さ
れ
、
又
、
御
両
所
も
先
生

の
期
待
に
応
え
て
立
派
に
修
行
を
積

ま
れ
、
今
で
は
国
の
重
要
無
形
文
化

財
の
総
合
指
定
を
受
け
ら
れ
た
程
の

大
物
能
楽
師
と
な
ら
れ
た
。

又
、
門
下
生
の
中
か
ら
も
伊
藤
文

治
師
、
酒
井
純

一
郎
師
等
育
成
さ
れ
、

御
両
所
は
現
在
能
楽
師
と
し
て
活
躍

し
て
お
ら
れ
る
。

以
上
は
田
辺
竹
生
師
の

一
生
を
通

じ
て
の
功
績
で
あ
る
が
、
次
に
親
し

く
教
え
を
受
け
て
い
た
我
々
直
弟
子

の
思
い
出
を
記
し
て
み
た
い
。

こ
の
様
な
大
先
生
で
あ

っ
た
が
、

田
辺
竹
生
先
生
は
大
変
く
だ
け
た
面

を
も

つ
て
お
ら
れ
た
。
お
稽
古
の
前

に
は
何
時
も
世
間
話
を
さ
れ
た
が
先

生
は
話
し
上
手
で
も
あ
り
、
又
、
聞

き
上
手
で
も
あ

つ
た
。
先
生
と
話
が

は
ず
む
と

一
時
間
や
二
時
間
は
す
ぐ

過
ぎ
て
し
ま
う
。
私
の
稽
古
日
は
月

曜
日
で
月
曜
日
の
夜
は
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
会
合
日
で
あ
る
。
話
が
興
に
乗
る

と
お
稽
古
の
時
間
が
な
く
な

っ
て
し

ま
う
事
が
間
々
あ

っ
た
だ
）
の
様
な

時
、
先
生
は

「す
ま
ん
す
ま
ん
、
こ

の
次
は
ち
ゃ
ん
と
や
る
か
ら
」
と
言

わ
れ
た
が
、
私
の
方
は
お
稽
古
よ
り

楽
し
か

っ
た
と
思
う
の
が
常
だ

っ
た
。

こ
の
お
話
が
聞
け
な
く
な

っ
た
事
は

大
変
淋
し
い
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

私
だ
け
で
な
く
私
と

一
緒
に
お
稽
古

を
受
け
て
い
た
人
達
は
皆
同
じ
思
い

で
あ
る
と
思
う
。

先
生
は
お
酒
は

一
滴
も
飲
ま
れ
な

か

っ
た
が
大
変
な
愛
煙
家
で
あ

っ
た
。

御
家
族
も
我
々
も
何
回
か
先
生
に
煙

草
を
や
め
て
頂
く
様
お
願
い
し
た
が
、

「煙
草
を
や
め
る
位
な
ら
死
ん
で
し

ま

っ
た
方
が
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
、

と
り
あ

つ
て
も
ら
え
な
か

っ
た
。

先
生
は
若
い
頃
軍
隊
で
鍛
え
ら
れ

た
身
体
で
あ
り
、
煙
草
な
か
り
せ
ば

肺
癌
等
に
侵
さ
れ
ず
、
ま
だ
ま
だ
御

指
導
を
受
け
ら
れ
た
と
思
う
と
残
念

で
な
ら
な
い
。

竹

生

島

紀

行

常
務
理
事

金

春

流

三
浦
　
重
信

関
西
に
旅
す
る
つ
ど
、
米
原
か
ら

大
津
に
か
け
て
車
窓
に
広
が
る
琵
琶

湖
を
眺
め
、
こ
の
奥
に
鎮
ま
る
竹
生

島
を

一
度
は
訪
ね
た
い
と
思

っ
て
い

た
が
、
は
か
ら
ず
も
こ
の
春
か
な
う

こ
と
と
な

っ
た
。

大
阪
か
ら
Ｊ
Ｒ
新
快
速
で
長
浜
ま

で

一
時
間
半
、
近
く

の
港
か
ら
高
速

連
絡
船
で
更
に
三
十
分
の
船
旅
で
あ

る
。
本
邦
最
大

の
こ
の
湖
の
面
積
は

六
百
七
十
平
方
キ
ロ
、
滋
賀
県

全
体
の
六
分
の

一
を
占
め
る
と

い
わ
れ
る
が
、
な
る
ほ
ど
限
り

な
く
広
い
。
改
め
て

「近
畿
の

水
が
め
」
を
実
感
す
る
。

竹
生
島
は
そ
の
最
北
端
に
浮

ぶ
周
囲
ニ
キ
ロ
、
海
抜
二
百
メ

ー
ト
ル
の
小
島
で
あ
る
。
仮
に

琵
琶
湖
を
径

一
尺
の
水
盤
に
例

え
れ
ば
、
こ
の
島
は

一
個
の
栗

つ
ぶ
に
過
ぎ
な
い
。

緑
樹
か
げ
沈
ん
で
魚
木
に

の
ぼ
る
け
し
き
あ
り

月
海
上
に
う
か
ん
で
は

う
さ
ぎ
も
浪
を
走
る
か

面
白
の
浦
の
け
し
き
や

だ
が
あ
い
に
く
の
湖
北
の
三
月
は

尚
寒
気
が
き
び
し
く
、
冷
雨
は
や
ま

ず
湖
面
に
は
白
波
が
立

っ
て
い
た
。

出
港
し
て
二
十
数
分
、
前
方
に
黒

く
丸
い
盆
栽
の
よ
う
な
姿
が
浮
か
び
、

や
が
て
濃
い
樹
林
に
覆
わ
れ
た
島
に

着
岸
。
船
着
場
か
ら
数
軒
の
茶
店
を

過
ぎ
る
と
、
す
ぐ
に
百
六
十
八
段
の

急
勾
配
の
石
段
に
か
か
る
。

息
を
切
ら
し
な
が
ら
登
り
つ
め
る

と
高
台
が
開
け
、
目
指
す
厳
金
山
宝

厳
寺
本
堂
、
弁
財
天
堂
が
在
る
。
七

百
二
十
四
年
、
聖
武
天
皇
の
勅
命
に

よ
り
、
行
基
の
開
基
と
さ
れ
る
。
本

尊
弁
財
天
は
江
ノ
島
、
安
芸
の
厳
島

と
並
び
日
本
三
弁
財
天
の

一
つ
に
数

え
ら
れ
、
又
西
国
三
十
三
ケ
所
観
音

霊
場
の
第
三
十
番
札
所
で
あ
る
。
そ

れ
減
ビ
長
浜
か
ら
の
乗
船
客
二
十
数

名
の
殆
ど
が
、
自
衣
菅
笠
に
木
杖
を

持
つ
団
体
の
信
者
た
ち
で
あ

っ
た
。

西
国
巡
礼
の
起
源
は
七
世
紀
末
、

文
武
天
皇
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ

る
。
衆
生
済
度
の
志
を
も

っ
て
の
こ

と
と
は
い
え
千
三
百
年
前
、
遠
界
隔

絶
の
こ
の
孤
島
に
ま
で
霊
場
を
開
く

と
は
、
古
人
の
信
仰
心
の
篤
さ
に
た

だ
敬
服
の
ほ
か
は
な
い
。

尤
も
、
長
い
乱
世
の
間
に
は
竹
生

島
も
含
め
て
、
諸
国
の
霊
場
に
か
な

り
荒
廃
の
時
期
が
あ

っ
た
こ
と
は
推

測
に
難
く
な
い
。
然
し
な
が
ら
竹
生

島
の
寺
社
に
と

っ
て
は
、
近
世
豊
臣

秀
吉
、
秀
頼
父
子
の
存
在
は
大
き
な

意
義
を
持

つ
。

千
五
百
七
十
四
年
、
織
田
信
長
に

よ
り
長
浜
に
封
ぜ
ら
れ
た
秀
吉
は
、

早
速
築
城
と
城
下
町
の
形
成
に
か
か 宝厳寺本堂 弁財天堂  昭和17年再建
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り
、
神
社
仏
閣
の
移
築
改
修
に
も
力

を
入
れ
た
。
然
も
秀
吉
の
熱
心
は
、

湖
上
を
渡
り
竹
生
島
に
ま
で
及
ん
だ

の
で
あ
る
。
荒
れ
た
島
内
の
堂
宇
再

建
に
は
お
び
た
だ
し
い
資
材
、
労
力

と
、
時
間
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
が

秀
吉
の
思
い
は
そ
の
没
後
秀
頼
に
引

継
が
れ
、
秀
頼
は
見
事
に
遺
志
を
遂

行
し
た
。

弁
財
天
堂
の
東
側
の
石
段
を
降
り

た
と
こ
ろ
に
建

つ
国
宝
の
唐
門
は
、

重
厚
な
唐
破
風
の
構
え
と
内
部
の
柱
、

羽
目
に
豪
華
な
桃
山
様
式
の
彫
刻
を

飾
る
。
続
く
観
音
堂
も
ま
た
華
麗
な

色
彩
に
よ

つ
て
、
格
天
丼
に
菊
花
、

桐
文
、
牡
丹
等
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
渡
り
廊
下
と
な
り
、
こ
れ

は
秀
吉
の
ご
座
船

「
日
本
丸
」
の
船

櫓
を
利
用
し
た
も
の
で
船
廊
下
と
呼

ば
れ
る
。

続
い
て
都
久
夫
須
麻
神
社
に
至
る
。

こ
の
国
宝
の
本
殿
は
や
は
り
正
面
に

唐
破
風
を
持

つ
豪
快
な
造
り
で
、
も

と
は
宝
厳
寺
の
旧
弁
財
天
堂
で
あ

っ

た
。
そ
の
内
部
は
要
所
に
蒔
絵
を
施

し
、
格
天
丼
の
六
十
か
ら
な
る
格
間

に
は
四
季
の
草
花
が
極
彩
色
で
描
か

れ
、
襖
絵
と
共
に
絢
爛
の

一
語
に
つ

き
よ
う
。
桃
山
後
期
、
狩
野
光
信
の

筆
と
伝
わ
る
。

上
述
の
唐
門
、
観
音
堂
、
船
廊
下

及
び
神
社
本
殿
は
、
十
七
世
紀
初
め

秀
頼
が
、
秀
吉
の
遺
命
に
従
い
片
桐

且
元
を
普
請
奉
行
と
し
て
、
京
都
東

山
の
豊
国
廟
の
極
楽
門
等
を
移
築
し

たも
のと考えられ、柱に
様式を

代
表
す
る
貴
重
な
建
造
物
で
あ
る
。

大
阪
夏
の
陣
に
破
れ
豊
臣
氏
減
亡

後
、
秀
吉
の
墓
所
豊
国
廟
は
徳
川
家

康
に
よ
り
破
却
さ
れ
た
。
従

つ
て
廟

の
遺
構
が
現
存
す
る
の
は
竹
生
島
の

こ
こ
を
措
い
て
ほ
か
に
は
な
い
。
こ

う
し
て
み
れ
ば
竹
生
島
の
姿
自
体
が

一
つ
の
歴
史
で
あ
り
、
そ
の
移
り
替

り
の
う
ち
に
、
神
仏
習
合
の
美
の
象

徴
を
見
る
思
い
が
す
る
。

月
も
日
も
波
間
に
浮
か
ぶ
竹
生
島

船
に
宝
を
積
む
こ
こ
ち
し
て

花
山
法
皇

「第
一
回
　
横
浜
大
さ
ん
橋
海
遥
能
」

公
演
を
顧
み
て

一詈
多

流

吉
田
　
州
男

今
回
、
横
浜
港
の
施
設
で
あ
り
ま

す
横
浜
大
さ
ん
橋
ホ
ー
ル
に
観
光
客

を
呼
べ
る
新
し
い
魅
力
づ
く
り
を
し

た
い
と
考
え
、
横
浜
開
港

一
五
〇
周

年
記
念
事
業

「第

一
回
　
横
浜
大
さ

ん
橋
海
遥
能
」
を
仕
掛
け
ま
し
た
が
、

能
楽
連
盟
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各

位
の
強
力
な
ご
支
援
の
お
陰
を
も
ち

ま
し
て
昼

・
夜
二
回
の
公
演
で
約

一

八
〇
〇
席
が
埋
ま
り
、
新
し
い
能
楽

フ
ァ
ン
づ
く
り
を
目
指
し
た
企
画
は

一
応
成
功
し
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
か
と
安
堵
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

も
し
、
チ
ケ
ッ
ト
が
売
れ
ず
、
当
日

の
天
候
が
悪
か
っ
た
ら
な
ど
と
振
り

返
り
ま
す
と
き
身
の
毛
が
よ
だ
つ
思

い
で
あ
り
ま
す
。

横
浜
市
に
は
他
都
市
に
負
け
な
い

文
化
施
設
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
演

劇

・
音
楽
会
の
公
演
な
ど
の
催
事
に

は
あ
ま
り
観
客
が
集
ま
ら
ず
、
文
化

不
毛
の
地
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
不
安

と
同
時
に
、
何
故
な
の
か
不
思
議
に

思

っ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
、
初
め
て
主
催
す
る

側
に
立
ち
、
関
係
諸
機
関
を
は
じ
め

日
本
の
伝
統
文
化
を
支
え
て
お
ら
れ

ま
す
横
浜
能
楽
連
盟
、
横
浜
能
楽
堂

さ
ら
に
他
の
文
化
団
体
の
皆
様
に
ご

協
力
を
要
請
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

非
常
に
好
意
的
な
ご
理
解
と
暖
か
い

ご
支
援
を
頂
き
、
あ
ら
た
め
て
横
浜

人
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
思
い
入
れ

や
情
熱
を
感
じ
そ
の
土
壌
の
深
さ
を

知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
住
む
街
を

「き
れ
い

な
水
と
、
緑
に
お
お
わ
れ
た
、
生
活

に
潤
い
を
も
た
ら
す
文
化
の
香
り
が

漂
う
街
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
す

私
た
ち
ヨ
コ
ハ
マ
未
来
地
図
づ
く
り

一
〇
〇
人
委
員
会
は
、
何
と
し
て
も

港
に
造
ら
れ
た
巨
大
施
設

「横
浜
大

さ
ん
橋
ホ
ー
ル
」
と
い
う
異
次
元
の

空
間
を
生
か
し
た
舞
台
を
創
造
し
、

日
本
の
伝
統
文
化
の
枠
で
あ
り
ま
す

「能
楽
」
を
見
事
に
演
出
し
、
そ
の

素
晴
ら
し
い
幽
玄
の
世
界
を
市
民
の

皆
様
に
堪
能
し
て
頂
き
た
い
と
真
剣

に
取
組
み
ま
し
た
。

当
初
友
枝
先
生
に
横
浜
の
能
楽
フ

ア
ィ
に
開
拓
と
私
た
ち
に
づ
く
り
の

会
の
た
め
ご
出
演
を
懇
願
し
て
ご
諒

解
を
頂
き
、
後
は
ス
ポ
ン
サ
ー
捜
し

と
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
専
念
す
れ
ば
何

と
か
な
る
と
計
算
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
三
月
中
旬
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
時
点
で
開
演
ま
で
三
ヶ
月
し
か
な

く
、
す
べ
て
の
作
業
に
追

っ
か
け
ら

れ
て
ば
か
り
で

一
息

つ
く
間
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
連
盟
会

長
の
新
堀
豊
彦
様
を
は
じ
め
横
浜
能

楽
堂
会
長

・
山
崎
有

一
郎
様
、
友
枝

昭
世
先
生
門
下
生
の
横
浜
喜
多
会
の

方
々
ま
で
親
身
に
な

っ
て
チ
ケ
ッ
ト

の
販
売
か
ら
当
日
の
受
付
業
務
な
ど

ま
で
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
。
後
日

お
礼
に
お
伺
い
致
し
ま
し
た
折
、
山

崎
館
長
様
か
ら

「素
人
は
怖
い
な
ぁ

～
」
と
笑
顔
で
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

唯
々
怖
い
も
の
知
ら
ず
で
走
る
の
み

で
し
た
か
ら
結
果
オ
ー
ラ
イ
の
感
が

強
か

っ
た
で
す
。
何
は
と
も
あ
れ
皆

様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
が
あ

っ
た
れ

ば
こ
そ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

横
浜
開
港

一
五
〇
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
す
で
に
来
年
は
七
月
二
日

０
を
目
標
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
し
、

二
〇
〇
九
年
ま
で
継
続
し
て
開
催
す

る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
今
後
と

も
横
浜
の
文
化
環
境
を
よ
り
厚
い
も

の
に
す
る
た
め
、
そ
し
て
日
本
の
伝

統
文
化
遺
産
で
あ
り
ま
す

「能
楽
」

の
普
及
を
計
る
た
め
に
も
会
員
皆
様

の
よ
り

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
心

謡
曲
大
会
開
催

宝

生

流

小
林
美
佐
子

横
浜
宝
生
流
連
合
会
謡
曲
大
会
は
、

神
奈
川
県
内
の
宝
生
流
謡
曲
を
愛
好

す
る
方
々
が

一
堂
に
会
し
、
日
頃
の

研
鑽
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て

長
い
歴
史
を
誇
っ
て
お
り
、
八
月
二

十
八
日
０
横
浜
能
楽
堂
本
舞
台
に
お

い
て
第
十
七
回
目
の
大
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
の

一
番
の
特
徴
は
、
横
浜

に
所
縁
の
あ
る
職
分
の
先
生
に
毎
回

ご
参
加
い
た
だ
き
、
私
た
ち
が
舞
う

仕
舞
の
地
を
謡

っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

又
番
外
と
し
て
仕
舞
を
舞

っ
て
い
た

だ
い
て
、
私
た
ち
の
研
鑽
の
お
手
本

と
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
章
先
生
、
塚
田
光
太
郎
先
生
、

大
坪
喜
美
雄
先
生
、
前
田
親
子
先
生

と
、
い
ず
れ
も
現
在
の
宝
生
流
を
支

え
る
重
鎮
を
お
招
き
し
て
の
会
は
と

て
も
充
実
し
た
も
の
に
な

っ
て
お
り
、

お
忙
し
い
中
、
快
く
お
引
き
受
け
て

い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

一
般
の
方
々
に
と

つ
て
、
先
生
方

の
お
能
を
拝
見
す
る
機
会
は
あ

っ
て

も
仕
舞
を
拝
見
で
き
る
機
会
は
少
な
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い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々

に
先
生
方
の
貴
重
な
仕
舞
鑑
賞
の
場

を
提
供
で
き
る
こ
と
に
、
主
催
者
と

し
て
少
し
鼻
を
高
く
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

次
の
特
徴
は
、
宝
生
流
の
謡
曲

・

仕
舞
を
愛
好
さ
れ
て
い
る
方
の
集
ま

り
で
あ
る
連
合
会
の
会
員
と
、
教
授

嘱
託
会
が
連
携
し
て
会
を
運
営
し
、

更
に
神
奈
川
県
内
の
各
社
中
が
こ
の

日
の
た
め
に
協
力
し
て
く
れ
る
と
い

２ゝ

」
と
で
、
た
い
へ
ん
質
の
高
い
会

が
開
催
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。今
年
は
あ
い
に
く
悪
天
候
で
、
観

客
席
が
少
し
寂
し
か

っ
た
こ
と
が
残

念
で
し
た
が
、
番
組
は
仕
舞
二
十
番
、

素
謡
二
十
三
番
、
番
外
仕
舞
四
番
、

計
四
十
七
番
で
、
延
百
五
十
名
が
出

演
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
小
学
校
四
年
生
の
安
部

喜
美
子
さ
ん
が
仕
舞
の

「熊
野
」
を

披
か
れ
、
そ
の
し

っ
か
り
し
た
舞
と
、

愛
ら
し
さ
に
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
、

ｊ

会
に
花
を
添
え
て

宮

く
れ
ま
し
た
。
こ

謗

う
し
た
若
い
方
が

慨
翻動鯖しっ】【脚

い
ま
す
が
、
育
て

て
い
く
の
も
私
た

ち
の
役
目
で
あ
る

と
改
め
て
責
任
を

感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
も
成
功
裏
の
う
ち
に
終
了
い

た
し
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
大
会
を

通
じ

一
般
の
方
が
謡
曲

・
仕
舞
に
興

味
を
持

っ
て
く
だ
さ
り
、
で
き
れ
ば

稽
古
を
始
め
る
き

っ
か
け
に
な

っ
て

欲
し
い
と
、
私
た
ち
は
こ
の
大
会
に

全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

「居ｍ岬」

息
子
が
幼
い
時
の
音
の
お
話
し
で

ご
ざ

い
ま
す
。

子
供
は
皆
、
寝
る
前
に
必
ず
お
話

し
を
し
て
と
申
し
ま
す
。
親
は
忙
し

い
中
、
読
み
聞
か
せ
を
す
る
の
は
結

構
な
大
仕
事
で
す
。
今
の
時
代
は
小

さ
な
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
も
利
用
で
き

ま
す
が
、
そ
の
頃
、
幸
い
に
も
謡
の

お
稽
古
用
に
大
き
な
重
た
い
オ
ー
プ

ン
リ
ー
ル
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ

一ｔ

と

「言
葉
」

煽
脚
準

堀
内
万
紗
子

に
二
題
づ
つ
録
音
し
て
、
父
親
が
今

日
の
お
当
番
、
翌
日
は
母
親
の
私
の

番
と

「
日
本
音
話
し
」
を
せ
つ
せ
と

録
音
し
ま
し
た
。

小

一
の
始
め
受
持
の
先
生
と
の
面

接
で
、
「
堀
内
君
は
よ
く
お
話
し
を

し
て
く
れ
ま
す
が
今
日
は
関
西
弁
で
、

次
回
は
関
東
弁
で
、
巧
み
に
使
い
分

け
て
ま
す
」
と
の
事
。
改
め
て
テ
ー

プ
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど

「
ふ
る
や
の
も
り
」
の
調
子
、
私
は

「
ふ
る
谷
の
森
」
と
解
釈
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が

「古
屋
の
洩
り
」
で
し
た
。

ち
な
み
に
主
人
は
紀
州
出
身
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

前
の
時
代
よ
り
更
に
さ
か
の
ぼ
り

ま
し
て
私
の
小
学
五
年
の
折
の
事
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
時
始
め
て
お

仕
舞
を
習
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
老
人

の
趣
味
を
と
、
祖
母
に
申
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
「
お
謡
や
お
仕
舞
は
扇

一

本
で
お
友
達
と
お

つ
き
合

い
で
き

る
」
と
の
意
見
で
し
た
。

最
初
に
お
稽
古
し
た
の
は

「月
宮

殿
の
白
衣
の
袂
」
の
鶴
亀
で
し
た
。

「君
の
齢
も
長
生
殿
に
」
、
私
は

「君

の
弱
い
の
は
盲
腸
の
せ
い
」
と
聞
こ

え
信
じ
て
ま
し
た
。
後
に
女
学
生
に

な

っ
た
或
る
日
、
謡
本
を
見
て
驚
き

ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
印
象
強
く
例
え

て
覚
え
る
の
も

一
案
と
存
じ
ま
す
。

躍
輝
Ｆ
臼

横
浜
能
楽
堂
で
は
、
次
の
と
お
り

公
演
を
開
催
い
た
し
し
ま
す
。

「企
画
公
演
　
女
に
よ
る
女
の
た
め

の
女
の
能
」

十
二
月
二
十
三
日

（木

・
祝
）
午
後

二
時
。
新
作
能

「
小
野
浮
舟
」

（観

世
流
）
津
村
聡
子
。
Ｓ
席
三
千
七
百

円
。
Ａ
席
三
千
二
百
円
。
Ｂ
席
二
千

七
百
円
。
梅
若
六
郎
と
馬
場
あ
き
子

の
対
談
も
。
三
月
に
梅
若
能
楽
学
院

会
館
で
東
京
公
演
。
チ
ケ
ッ
ト
発
売

中
。「普
及
公
演
――
蝋
燭
能
＝
」

平
成
十
七
年
二
月
二
十
六
日

（土
）

午
後
二
時
。
狂
言

「
不
須
」
（和
泉

流
）
野
村
小
三
郎
。
能

「清
経
」
（宝

生
流
）
佐
野
由
於
。
正
面
三
千
七
百

円
、
脇
正
面
三
千
二
百
円
、
中
正
面

・
三
階
二
千
七
百
円
。
チ
ケ
ッ
ト
発

売
は
平
成
十
七
年

一
月
二
十
二
日

（土
）
窓
口
で
午
後
二
時
か
ら
。
電

話
は
午
後
二
時
三
十
分
か
ら
。

「普
及
公
演
」

平
成
十
七
年
三
月
二
十

一
日

（月

・

祝
）
午
後
二
時
。
狂
言

「鎌
腹
」
（大

蔵
流
）
山
本
泰
太
郎
。
能

「安
達
原
」

（観
世
流
）
武
田
宗
和
。
正
面
三
千

七
百
円
。
脇
正
面
三
千
二
百
円
。
中

正
面

・
三
階
二
千
七
百
円
。
平
成
十

七
年
二
月
二
十
日

（日
）
窓
口
で
午

後
二
時
か
ら
、
電
話
は
午
後
二
時
三

十
分
か
ら
。

お
問
い
合
わ
せ

。
お
申
し
込
み
は
、

〇
「
五

（二
六
三
）
三
〇
五
五
ま
で
。

ｔ

《
編

集

後

記
》

幽
玄
の
編
集
委
員
が
次
号
よ
り
交

代
い
た
し
ま
す
。
編
集
子

（望
月
）

は
第
１０
号
よ
り
、
（宝
屋
）
は
第
１５
号

よ
り
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

間
に
、
平
成
８
年
の
Ｈ
号
は
横
浜
能

楽
堂
開
館
特
集
号
を
、
平
成
１１
年
の

‐５

。
‐６
号
は
連
盟
５０
周
年
記
念
号
と

し
て
、
お
能
と
横
浜
の
記
念
出
版
、

会
員
の
演
能
四
番
等
を
取
り
あ
げ
ま

し
た
。
こ
の
年
よ
り
横
浜
五
流
合
同

謡
曲
大
会
は
横
浜
能
楽
大
会
と
な
り
、

五
流
交
流
の
集
い
が
始
ま
り
、
紙
面

を
賑
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２‐

号
か
ら
Ａ
４
版
に
拡
大
し
ま
し
た
。

２５
号
は
横
浜
能
五
十
回
を
記
念
し
別

刷
り
の
特
別
号
に
、
山
崎
有

一
郎
館

長
の
楽
し
く
、
意
義
深
い
講
演
を
再

録
し
ま
し
た
。

会
員
諸
氏
に
は
永
い
間
ご
協
力
に

感
謝
と
、
今
後
も
ご
寄
稿
、
ご
愛
読

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（Ｍ

・
Ｙ
記
）

横
浜
能
楽
連
盟
　
連
絡
先

◎
文
書
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

．Ｔ
２３３
‐
００１３

横
浜
市
港
南
区
丸
山
台
二
丁
目

二
九
―
一
七
　
新
堀
方

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
四
五
―
八
四
四
―
二
九
９
二

◎
電
話
の
場
合

横
浜
能
楽
堂
　
原
田
由
布
子

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
五
―
一
天
三
―
一一δ
五
〇


